
お願いとお知らせ 

演題 

講師 

予測困難な時代を生き抜くために、一人一人の子どもを主語にした教育が求めら
れています。そして、人権教育も、子どもの思いに寄り添い、生活の実態から学ぶ
ことを大切にしてきました。子どものよさや可能性を活かし、多様な他者と協働す
る学びを実現するヒントを、講師の豊富な実践研究の成果から学びましょう！ 

「自己肯定感は、なぜ大切なのだろう…」 

「子どもの対話を促す教師の役割や働きかけとは…」 
「子どもの居場所を増やすために、地域や保護者にもできることがある」 

 


